
訪問月日 説明内容 返答

青森県立中央病院 津軽

津軽地方において、病床数６９４
床、医師数１６０名以上の地域医
療中核病院であり、多数の指定
専門医研修施設となっており、地
域医療教育に適した病院であ
る。

（電話）

八戸市立市民病院 三八上北

三八上北地方において、地域と
連携した地域医療中核病院のひ
とつであり、臨床研修センターを
設置し研修、臨床研究等の実績
があることから地域医療教育に
適した病院である。

5月14日

岩手県立中央病院 内陸

岩手県内陸部において、県立病
院の中心的病院であり、教育・
研修機能、医療情報機能が充実
していることから地域医療教育
に適した病院である。

5月21日

岩手県立大船渡病院 沿岸南部

岩手県沿岸部における津波被災
地であり、地域と連携した地域医
療中核病院のひとつであること
から地域医療教育、災害医療に
関連した教育に適した病院であ
る。

5月13日

A病院 － － （電話）

◎ 県当局及び秋田大学医
学部の了解を得た上の依
頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、協力を
お願いしたいこと。

―

B病院 － － 7月23日

◎ 県当局及び秋田大学医
学部の了解を得た上の依
頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための関
 連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

―

山形市立病院済生館 村山

山形市において、「地域医療支
援病院」として承認されており、
また臨床研修センターを置いて
いる地域医療中核病院であるこ
とから地域医療教育に適した病
院である。

7月22日 協力

公立置賜総合病院 置賜

山形県置賜地方において、市町
立３病院を再編して置賜地区の
基幹病院となっており、サテライ
ト施設も有し、地域医療教育に
適した病院である。

7月22日 協力

白河厚生総合病院 中通り

福島県の県南地方２次医療圏に
おいて、地域医療中核病院であ
り、総合診療専門医養成施設と
しても活動を開始していることか
ら地域医療教育に適した病院で
ある。

6月5日

いわき市立総合磐城共立病院 浜通り

福島県の浜通りにおいて、７６１
床の病床数を有する地域医療中
核病院であり、また地域災害拠
点病院であることから地域医療・
災害医療教育に適した病院であ
る。

5月20日

地域医療ネットワーク病院リスト（宮城県を除く、東北５県）
※ ネットワーク病院選定にあたっての基本的な考え方
 ① 学生の臨床実習に必要な教育資源が充実していること
 ② 属する地域の医療において、中核的な役割を担っていること
 ③ 上記基準に地域性を加え、各県の当局及び地元大学と協議のうえ決定

県 候補病院 地域性 選定理由
交渉状況

今後の見通し

岩手県

◎ 県当局及び岩手医科大
学医学部の了解を得た上
の依頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための関
 連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

協力 設置認可後、正式に協定書を締結する。

青森県

◎ 県当局及び弘前大学医
学部の了解を得た上の依
頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための関
 連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

協力 設置認可後、正式に協定書を締結する。

秋田県

病院からの要望により、説明・依頼は設置認可
後。その後、承諾書受領、協定書締結の予
定。

基本的に協力の方向だが、病院からの要望に
より、協議は設置認可後。その後、承諾書受
領、協定書締結の予定。

山形県

◎ 県当局及び山形大学医
学部の了解を得た上の依
頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための関
 連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

設置認可後、正式に協定書を締結する。

福島県

◎ 県当局及び福島県立医
科大学医学部の了解を得
た上の依頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための関
 連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

協力 設置認可後、正式に協定書を締結する。
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地域医療ネットワーク病院リスト（宮城県）

訪問月日 説明内容 返答

気仙沼市立病院
大崎・栗
原

県北沿岸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月22日 協力

栗原市立栗原中央病院
（第6回協議会後、追加）

大崎・栗
原

県北内陸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月15日 協力

登米市立登米市民病院
石巻・登
米・気仙
沼

県北内陸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月15日 協力

公立志津川病院
石巻・登
米・気仙
沼

県北沿岸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月20日 協力

大崎市民病院
大崎・栗
原

県北内陸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月7日 協力

石巻赤十字病院
石巻・登
米・気仙
沼

県南沿岸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月15日 協力

石巻市立病院
石巻・登
米・気仙
沼

県南沿岸部において、地域と連
携した地域医療中核病院のひと
つであることから地域医療教育
に適した病院である。

5月7日 協力

みやぎ県南中核病院 仙南

県南部において、地域と連携し
た地域医療中核病院のひとつで
あることから地域医療教育に適
した病院である。

5月15日 協力

公立刈田綜合病院
（第6回協議会後、追加）

仙南

県南部において、地域と連携し
た地域医療中核病院のひとつで
あることから地域医療教育に適
した病院である。

5月13日 協力

※ ネットワーク病院選定にあたっての基本的な考え方
 ① 学生の臨床実習に必要な教育資源が充実していること
 ② 属する地域の医療において、中核的な役割を担っていること
 ③ 上記基準に地域性（宮城県の医療圏）を加え、宮城県当局及び東北大学と協議のうえ決定

地域性

宮城県

今後の見通し県 候補病院 選定理由
交渉状況

◎ 県当局及び東北大学医
学部の了解を得た上の依
頼であること。

◎ 本学地域医療ネット
ワーク病院として、
・学生の臨床実習の実施
・地域医療教育のための
 関連医療機関の紹介
の２点について協定書を締
結し、協力をお願いしたい
こと。

設置認可後、正式に協定書を締結する。
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